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我
が
国
に
は
、
唐
鈔
本
（
作
品
が
写
本
か
ら
版
本
へ
と
形
態
が
移
行
す
る
以
前
、
書
写
で
流
布
し

て
い
た
テ
キ
ス
ト
）
に
由
来
す
る
旧
鈔
本
と
呼
ば
れ
る
写
本
資
料
が
伝
存
し
て
い
る
。
金
沢
文
庫
旧

蔵
の
『
文
選
集
注
』
や
、『
白
氏
文
集
』
は
、
そ
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
旧
鈔
本
で
あ
る
。
こ
の
旧

鈔
本
は
、
白
居
易
詩
文
の
本
来
の
編
成
と
本
文
と
を
留
め
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
極
め
て
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
や
日
本
の
『
白
氏
文
集
』
の
版
本
の
中
で
は
、
日
本
の
元
和
四
年
に

那
波
道
円
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
木
活
字
本
『
白
氏
文
集
』
は
、
そ
の
旧
編
成
を
留
め
る
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
た
だ
、
版
本
で
あ
る
の
で
、
そ
の
本
文
は
宋
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
属
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

旧
編
成
で
あ
る
の
で
、
そ
の
直
接
の
底
本
は
北
宋
刊
本
か
と
推
定
さ
れ
る
。
北
宋
刊
本
に
は
、
旧
鈔

本
の
本
文
が
、
こ
れ
ま
た
遺
存
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
今
回
、
私
は
、
特
に
『
白
氏
策
林
』
の

四
巻
を
中
心
に
し
て
、
那
波
本
・
朝
鮮
本
（
整
版
本
・
活
字
本
）・
紹
興
本
と
の
細
か
い
異
同
を
調

査
し
て
み
た
。
そ
の
際
、『
管
見
抄
』（
旧
鈔
本
）
及
び
北
宋
前
期
に
成
立
し
た
『
文
苑
英
華
』
の
本

文
も
参
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
那
波
本
に
は
、
上
述
の
推
定
の
如
く
、
少
数
の
例
で
は
あ
る
が
、
旧

鈔
本
の
本
文
あ
る
い
は
北
宋
刊
本
の
本
文
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
後
は
、
他
の
巻

数
に
対
し
て
も
、
以
上
の
諸
本
を
使
用
し
て
細
か
い
校
異
を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
埋
も

れ
て
い
た
旧
鈔
本
乃
至
北
宋
刊
本
の
本
文
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本

所
在
の
那
波
道
円
刊
『
白
氏
文
集
』
の
諸
本
に
は
、
旧
鈔
本
と
の
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
テ

キ
ス
ト
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。宮
内
庁
所
蔵
の
那
波
本『
白
氏
文
集
』が
そ
の
一
本
で
あ
る
。

中
国
本
土
で
は
唐
鈔
本
は
も
と
よ
り
、
旧
編
成
を
残
し
て
い
た
北
宋
刊
本
も
全
く
滅
ん
で
お
り
、
南

宋
版
も
前
詩
後
文
本
の
新
編
成
の
宋
版
し
か
遺
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
那
波
本
の
旧
編
成
は
『
白

氏
文
集
』
全
体
を
解
釈
す
る
為
に
は
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
那
波
本
の
直
接
の
底
本
と

な
っ
て
い
る
朝
鮮
版
（
整
版
本
・
活
字
本
）
と
の
校
異
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
旧
鈔
本
、
北
宋
刊
本
、
紹
興
刊
本
、
那
波
本
、
朝
鮮
版

那
波
本
の
源
流
と
成
立

T
h
e
 O

rig
in

s a
n
d
 E

sta
b
lish

m
e
n
t o

f th
e
 N

a
w

a
 E

d
itio

n

K
A

M
IT

A
K

A
 T

o
k
u
h
a
ru

❶〈
旧
鈔
本
〉
の
成
立
と
伝
存

❷ 

那
波
本
「
白
氏
策
林
」
と
旧
鈔
本
及
び
『
文
苑
英
華
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国
刊
本
『
文
苑
英
華
』
等
所
収
作
品
を
相
互
に
比
較
対
校
す
る
こ
と
に
よ
り
、

紙
背
の
白
氏
詩
篇
が
、
旧
鈔
本
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
も
の
。

〈
宋
刊
本
〉
の
成
立

　

中
国
で
は
、後
漢
の
蔡
倫
（
一
〇
五
？
）
が
紙
の
製
作
実
用
化
に
成
功
し
て
以
来
、

長
期
に
亘
り
書
籍
は
書
写
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
印
刷
術
が
書
籍
に
応
用
さ
れ
た

の
は
、
唐
代
の
前
期
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

そ
れ
は
、
仏
典
か
ら
開
始
さ
れ
、
暦
・
字
書
と
云
っ
た
実
用
書
が
そ
れ
に
続
き
、

そ
の
他
の
本
格
的
外
典
類
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
十
世
紀
前
半
の
五
代
に
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
但
だ
、
写
本
が
印
刷
さ
れ
た
と
し
て
も
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く

一
部
で
、
書
籍
の
大
半
は
、
写
本
、
即
ち
鈔
本
で
あ
っ
た
。
次
の
北
宋
に
至
る
と
、

国
家
的
援
助
、
庇
護
が
加
わ
り
、
そ
の
出
版
量
も
、
写
本
の
そ
れ
に
か
な
り
近
づ
い

た
よ
う
で
あ
る
。
遂
に
南
宋
に
な
る
と
、
江
南
の
経
済
的
繁
栄
に
支
え
ら
れ
、
図
書

の
主
流
を
刊
本
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
の
如
く
、
現
行
漢
籍
の
テ
キ
ス
ト

は
、〈
北
・
南
〉
宋
版
に
発
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、（
北
・

南
）
宋
版
こ
そ
は
、
従
来
の
書
写
資
料
の
唐
鈔
本
が
、
刊
本
図
書
に
そ
の
形
態
を
変

化
さ
せ
た
最
初
の
テ
キ
ス
ト
と
云
え
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、（
北
・
南
）
宋
版

本
は
、
唐
鈔
本
を
直
接
継
承
し
て
い
る
上
に
、
芸
術
的
と
も
云
え
る
そ
の
美
し
い
刻

字
と
相
俟
っ
て
、
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
現
在
に
至
る
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
と
に
戦
後
、
わ
が
国
に
於
け
る
旧
鈔
本
資
料
と
宋
版
諸
本
と
の

比
較
研
究
に
よ
り
、
宋
版
本
に
予
期
せ
ざ
る
大
量
に
亘
る
本
文
の
改
変
が
存
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、『
白
氏
文
集
』
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
氏

校
定
『
白
氏
文
集
』
に
よ
り
、
明
白
な
事
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
ほ
ぼ
完
本
に
近
い
宋
版
『
白
氏
長
慶
集
』
は
、
そ
の
刻
工
名
よ
り
推
定
す

る
に
、南
宋
初
期
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
︱
六
二
）
の
刊
行
と
さ
れ
て
い
る
（『
中

国
版
刻
図
録
』
解
説
）。
但
だ
、
現
存
諸
刊
本
の
う
ち
、
那
波
本
『
白
氏
文
集
（
（
（

』
の

刊
行
時
期
は
、
遥
か
後
の
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

❶
〈
旧
鈔
本
〉
の
成
立
と
伝
存

〈
旧
鈔
本
〉
の
成
立

　

わ
が
国
に
は
、
唐
鈔
本
（
作
品
が
写
本
か
ら
版
本
へ
と
形
態
が
移
行
す
る
以
前
、

書
写
で
流
布
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
、〈
鈔
〉
は
抄
と
同
じ
）
に
由
来
す
る
旧
鈔
本
と

呼
ば
れ
る
写
本
資
料
が
伝
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
群
資
料
は
、
奈
良
・
平
安

（
前
期
）
時
代
に
、
遣
唐
使
・
留
学
僧
等
に
よ
っ
て
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
唐
鈔
本

を
、
直
接
の
底
本
と
し
て
、
我
が
国
で
重
抄
さ
れ
た
も
の
で
、
後
世
の
刊
本
を
転
写

し
た
転
写
本
と
区
別
す
る
為
に
、
わ
が
国
の
書
誌
学
界
で
は
旧
鈔
本
と
呼
称
さ
れ
て

い
る
（
（
（

。
金
沢
文
庫
旧
蔵
の
『
文
選
集
注
』
や
『（
白ハ
ク

氏シ

）
文ブ
ン
シ
フ集

』
（
（
（

は
、
そ
の
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
旧
鈔
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
旧
鈔
本
資
料
は
、
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
す

る
、
宋
刊
本
に
代
表
さ
れ
る
諸
刊
本
と
比
較
す
る
に
、
印
刷
に
よ
る
校
訂
を
経
て
い

な
い
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
、
刊
本
に
見
ら
れ
る
恣
意
的
改
変
を
免
が
れ
、
原
本
に
極

く
近
い
編
成
と
、
本
文
を
今
に
し
て
留
め
て
い
る
数
少
な
い
資
料
と
云
え
る
。
さ
ら

に
そ
の
書
写
時
期
が
遥
か
に
下
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
わ
が
国
に
於
け
る
中
国
文
化

へ
の
尊
重
と
い
う
事
情
も
加
わ
り
、
無
意
識
の
誤
写
や
書
写
に
伴
う
ミ
ス
は
あ
り
え

て
も
、
意
図
的
改
変
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
具
体
的
に
は
、
左
記
の
二

拙
論
を
参
照
さ
れ
た
し
。）

一　
「『
管
見
記
』紙
背
の『
文
集
』に
つ
い
て
―
解
説
と
翻
字
―
」（『
懐
徳
』六
六
号
、

一
九
九
八
・
二
）

こ
の
紙
背
『
文
集
』
の
書
写
時
期
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
頃
と
推
定

さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
本
文
は
、
旧
鈔
本
系
『（
白
氏
）
文
集
』
に
属
す

る
一
資
料
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
も
の
。

一　
「『
秘
府
略
』
紙
背
白
氏
詩
篇
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
」（
帝
塚
山
学
院
大

学
文
学
部　

日
本
文
学
科
『
日
本
文
学
研
究
』
三
〇
、一
九
九
九
・
二
）

国
書
で
あ
る
『
秘
府
略
』
紙
背
書
写
の
作
品
と
『
千
載
佳
句
』
引
用
文
と
中
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作
品
順
次
は
原
編
成
を
保
ち
宋
本
の
本
文
を
持
つ
、や
や
複
雑
な
資
料
で
あ
る
の
で
、

以
下
、
少
し
く
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
白
氏
文
集
』
の
北
宋
刊
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、藤
原
道
長
『
御
堂
関
白
記
』

寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
十
一
月
二
十
八
日
、
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
九
月
十
四

日
の
両
条
に
〈
摺す
り
ほ
ん本

文
集
〉
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
、
こ
の
記
事
は
、
北
宋
前

期
の
真
宗
（
九
九
八
︱
一
〇
二
一
）
の
頃
に
相
当
す
る
の
で
、
前
期
の
北
宋
版
『
白

氏
文
集
』
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
北
宋
版
の
現
存
本
は
現
在
の
と

こ
ろ
日
中
両
国
に
も
そ
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
何
故
、
北
宋

版
『
白
氏
文
集
』
は
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
宋
以
後
の
諸
刊
本
と
比
較

す
る
と
、
那
波
本
の
詩
文
の
編
成
は
、
白
氏
自
ら
行
っ
た
唐
鈔
本
の
原
編
成
を
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
唐
鈔
本
の
詩
文
の
編
成

は
、〈
前
集
・
後
集
・
続
後
集
〉
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
宋
以
後
の
、
諸

刊
本
は
、
お
お
む
ね
〈
前
詩
・
後
文
〉（
前
半
を
詩
篇
、
後
半
は
文
章
に
二
分
さ
れ

て
い
る
）
と
い
う
新
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
加
之
、
本
文
そ
の
も
の
に
も
大
き
な
改

変
が
施
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
（
（

。

　

中
国
本
土
に
於
い
て
は
、
旧
編
成
を
伝
え
る
〈
前
集
・
後
集
・
続
後
集
〉
本
は
、

遂
に
明
代
以
降
、
消
滅
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
失
わ
れ
た
旧
編
成
を
、
今
に
し
て
保

存
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
こ
そ
、
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
な
の
で
あ
る
。
但
だ
、
こ
の

拙
稿
を
執
筆
す
る
際
、
日
本
文
学
研
究
者
側
の
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
に
つ
い
て
の

理
解
を
改
め
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
や
や
混
乱
し
た
理
解
が
存
す
る
か
に
私
に
は
思

わ
れ
た
。
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
は
朝
鮮
刊
本
（
直
接
に
は
、
銅
活
字
本
を
底
本
と

し
て
い
る
）
に
出
自
し
て
い
る
。
そ
の
朝
鮮
銅
活
字
本
の
直
接
の
底
本
は
、
花
房
英

樹
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
宋
中
期
の
蜀
本
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
（
（
（

。
し
か
し
、
編
成
は
〈
前
集
・
後
集
・
続
後
集
〉
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
依

り
那
波
本
本
文
を
も
、
北
宋
版
の
テ
キ
ス
ト
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
那

波
本
『
白
氏
文
集
』
は
、全
集
刊
本
と
し
て
確
か
に
旧
編
成
を
留
め
、且
つ
他
の
〈
前

詩
・
後
文
〉
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
詩
文
を
有
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
全
体
に
亘
っ
て

そ
の
本
文
を
旧
鈔
本
系
テ
キ
ス
ト
や
紹
興
本
と
対
校
す
れ
ば（（
（

 

、
こ
の
二
つ
の
テ
キ

ス
ト
即
ち
、
那
波
本
・
紹
興
本
は
、
極
め
て
近
い
本
文
を
共
有
し
て
い
る
。
更
に
北

宋
末
期
成
立
の
『
楽
府
詩
集
』
と
細
部
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
那
波
本
は
紹
興
本
よ

り
、
や
や
下
る
テ
キ
ス
ト
か
と
私
に
は
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
視
点
に
立
っ
て
諸
刊
本

に
お
け
る
那
波
本
の
位
置
を
求
め
る
な
ら
ば
、
那
波
本
が
南
宋
本
系
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
が
一
層
鮮
明
に
判
明
す
る
の
で
あ
る
（
（
（

。
再
度
繰
返
す
。
那
波
本
系
の
テ
キ

ス
ト
（「
朝
鮮
銅
活
字
本
及
び
同
整
版
本
」）
は
、
そ
の
詩
文
の
編
成
は
確
か
に
旧
編

成
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
本
文
は
、
新
た
に
改
変
さ
れ
た
南
宋
版
系
の
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
と
。

　

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
旧
鈔
本
系
及
び
宋
刊
本
系
テ
キ
ス
ト
と
を
比
校
・

校
勘
す
る
場
合
、
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
本
文
の
、
諸
本
間
に
占
め
る
そ
の
位
置
と

し
て
、
南
宋
中
期
頃
に
措
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
本
間
に
於
け
る
本
文
の
変
化
の

様
相
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

❷
那
波
本
「
白
氏
策
林
」
と
旧
鈔
本
及
び
『
文
苑
英
華
』

　

さ
て
、
以
上
の
如
く
、
那
波
本
の
源
流
、
そ
し
て
そ
の
直
接
の
底
本
で
あ
る
北
宋

刊
本
（
（
（

と
の
関
連
を
述
べ
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
北
宋
刊
本
と
の
関
連
を
再

度
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

橋
本
進
吉
氏
は
、
那
波
本
の
直
接
の
底
本
を
、
那
波
本
が
作
品
の
旧
編
成
を
留
め

て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
那
波
本
そ
の
も
の
も
、
北
宋
本
系
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
の
指
摘
は
、
現
在
の
『
白
氏
文
集
』
校
勘
学
の
成
果

よ
り
見
れ
ば
、
再
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。
さ
ら
に
、
那
波
本
は
、
そ
の

本
文
が
南
宋
中
期
の
頃
の
宋
版
系
の
テ
キ
ス
ト
に
改
変
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
北

宋
刊
本
の
作
品
の
編
成
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
以
上
、
改
変
漏
れ
の
本
文
が
少

数
と
雖
も
遺
存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
は
、こ
の
度
、

改
め
て
「
白
氏
策
林
」
四
巻
を
南
宋
紹
興
刊
本
と
那
波
本
の
校
異
を
細
部
に
亘
り
、
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諸
本
と
校
勘
し
て
み
た
。そ
の
結
果
、以
下
の
如
き
文
例
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。今
、

こ
れ
等
を
、
旧
鈔
本
系
、
宋
本
系
の
代
表
的
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。〈

金
〉　

金
沢
文
庫
旧
蔵
本
巻
四
十
七
［
策
林
三
］

（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵　

勉
誠
社
影
印
本
第
三
冊
、
一
九
八
三
・
一
〇
）

〈
管
〉　
「
管
見
抄
」国
立
公
文
書
館
蔵［
旧
内
閣
文
庫
］（
デ
ジ
タ
ル
資
料
あ
り
）

太
田
次
男
氏
「
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』
に
つ
い
て
」（
初
出　
『
斯
道
文

庫
論
集
』
九
輯
、
一
九
七
一
・
十
二
）

〈
宋
〉　
『
白
氏
長
慶
集
』

（
国
家
図
書
館
蔵　

文
学
古
籍
刊
行
社　

影
印
本　

一
九
五
五
・
一
）

南
宋
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
︱
六
二
）
刊
本

〈
那
〉　

那
波
道
円
校
、元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
刊　

古
活
字
版
『
白
氏
文
集
』

（
宮
内
庁
所
蔵
影
印
本
、
下
定
雅
弘
・
神
鷹
徳
治
編
、
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
）

〈
文
〉　
『
文
苑
英
華
』　

明
鈔
本
（
底
本
は
南
宋
刊
本
）

「［
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
蔵
］
明
鈔
本
『
文
苑
英
華
』
所
載
「
白
氏
策
林
」

六
十
四
門
」

「
朝
鮮
儒
林
文
化
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
報
告
（
課
題

番
号　

一
一
三
〇
九
〇
一
一
）
二
〇
〇
三
・
三

一
、
旧
鈔
本
と
の
一
致

　
　［
十
七
　
　
興
五
福
、
銷
六
極
］

　
　
　
〈
那
〉　　
　
　
　
〈
宋
〉　　
　
　
　
　
〈
管
〉　　
　
　
　
　
〈
文
〉　

　

①　

凝●

為
慶
雲　
　
　
　

疑　
　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　
　
　

●

　

②　

知●
●所

自●　
　
　
　

三
字
無　
　
　
　
　

●
●
●　
　
　
　
　

●
●
●

　
　［
三
十
五
　
使
百
職
修
、
皇
綱
振
］

	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

③　

從●

善
遠
罪　
　
　
　

徒　
　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　
　
　

●

　
　
［
四
十
八
　
禦
戎
狄
］

　	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
金
〉	

〈
文
〉　

　

④　

則
殫●

財
耕
力　
　
　

弾　
　
　

   

●　
　
　

  　

●　
　
　

 　

●

　
　［
五
十
九
　
議
赦
］

　	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

⑤　

婦
兒
噫●

啞　
　
　
　

喑
　
　
　
　
　
　
　
●　
　
　
　
　
　
　

喑

　
　［
七
十
五
　
典
章
禁
令
］

　

	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

⑥　

臣
又●

聞　
　
　
　
　

無　
　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　
　
　

●

　

那
波
本
は
、
旧
鈔
本
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
管
見
抄
」、「
金
沢
文
庫
」
と
も
一
致
し

て
い
る
。
と
く
に
、
⑤
は
、
貴
重
な
本
文
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、『
文
苑
英
華
』
と
の
一
致

　

と
こ
ろ
で
、中
国
で
は
、紹
興
刊
本
『
白
氏
長
慶
集
』
を
底
本
と
し
、那
波
本
や
『
文

苑
英
華
』
と
の
校
異
を
記
述
し
て
い
る
校
本
と
し
て
、
七
〇
年
代
刊
行
の
顧
学
頡
校

点
本
『
白
居
易
集
』（
中
華
書
局　

一
九
七
九
・
一
〇
）
や
、
近
年
公
刊
の
謝
思
煒
校

注
『
白
居
易
文
集
校
注
』（
中
華
書
局　

二
〇
一
一
・
一
）
が
あ
る
。
両
者
に
校
本
に

使
用
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が『
文
苑
英
華
』で
あ
る
。
北
宋
の
雍
煕
四
年（
九
八
七
）

に
、
太
宗
の
勅
を
奉
じ
て
編
集
さ
れ
た
唐
代
の
詩
文
の
総
集
一
千
巻
で
あ
る
。
現
行

本
と
し
て
は
、
南
宋
刊
本
系
テ
キ
ス
ト
（
一
千
巻
の
内
、
百
巻
余
り
が
、
刊
本
、
他

の
巻
は
、
宋
版
を
底
本
と
す
る
明
鈔
本
）
が
存
在
す
る
。
明
版
本
も
存
す
る
が
、
テ
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［那波本の源流と成立］……神鷹徳治

キ
ス
ト
と
し
て
は
不
可
。
北
宋
初
期
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
直
接

の
底
本
は
、
唐
鈔
本
乃
至
は
、
そ
れ
に
近
い
資
料
か
と
推
定
さ
れ
る
良
質
の
本
文
で

あ
る
。
拙
論
で
、若
干
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
（1
（

、わ
が
国
の
旧
鈔
本
『
白
氏
文
集
』
に
、

中
国
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、『
文
苑
英
華
』
は
、
最
も
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。

今
、
こ
こ
で
、
那
波
本
、
紹
興
本
、
管
見
抄
、
文
苑
英
華
本
の
四
本
を
利
用
し
て
、「
白

氏
策
林
」
の
本
文
の
校
異
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
　［
十
七
　
興
五
福
、
銷
六
極
］

	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

⑦　

先
思
病
之
所
由●　
　

自　
　
　
　
　
　
　

得　
　
　
　
　
　
　

●

　
　
［
六
十
四
　
復
楽
古
器
古
曲
］

	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

⑧　

則
雖
撞●

大
鐘　
　
　

橦　
　
　
　
　
　
　

橦　
　
　
　
　
　
　

●

　
　
［
七
十
一
　
去
諂
佞
、
従
讜
直
］

	

〈
那
〉	

〈
宋
〉	

〈
管
〉	

〈
文
〉　

　

⑨　

亦
由●

昼
夜
相
代　
　

猶　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　

●

　

以
上
の
如
く
、⑥
も
加
え
る
な
ら
ば
、四
例
で
は
あ
る
が
、那
波
本
は
、『
文
苑
英
華
』

と
も
一
致
し
て
い
る
。
更
に
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
旧
鈔
本
と
『
文
苑
英
華
』
の
本

文
が
、
し
ば
し
ば
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
謝
思
煒
校
注
本
に

依
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
那
波
本
独
自
の
異
文
の
中
に
は
、
南
宋
本
と
は
異
な
る
が
、
白
氏
原

本
に
近
い
文
字
を
遺
存
し
て
い
る
も
の
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

即
ち
、
那
波
本
の
本
文
の
中
に
は
わ
が
国
の
旧
鈔
本
、
さ
ら
に
は
、
中
国
に
於
い
て

北
宋
初
期
の
編
纂
に
な
る
『
文
苑
英
華
』
と
の
本
文
が
し
ば
し
ば
一
致
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
那
波
本
の
本
文
の
中
に
は
、
原
本
文
を
少
数
で
は
あ
る
が
、

遺
存
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
の
如
く
、
那
波
本
の
詩
文
は
、
そ
の
編
成
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
本
文
に
も
、

貴
重
な
文
字
が
遺
存
し
て
い
る
。
那
波
本
は
宋
本
と
比
較
す
る
と
、
確
か
に
、
単
純

な
誤
植
、
衍
字
が
あ
る
と
し
て
も
、
諸
刊
本
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
本
文
を
少
数
で

は
あ
る
が
遺
存
し
て
い
る
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

追
記

　

那
波
本
『
白
氏
文
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
今
回
、
近
刊
の
宮
内
庁
影
印
本
を
用
い

た
。
従
来
は
、
一
般
的
に
は
『
四
部
叢
刊
』
本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平

岡
武
夫
氏
が
「『
四
部
叢
刊
』
が
こ
の
那
波
本
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
す
ぐ
れ
た
見

識
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
見
る
影
印
本
は
、
元
来
の
那
波
本
と
の
文
字
の
相
違

す
る
所
が
あ
り
、
拙
い
補
鈔
が
あ
る
（
（1
（

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
校
勘
用
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
良
い
も
の
で
は
な
い
。
加
之
、
わ
れ
わ
れ
の
那
波

本
諸
本
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
時
折
、
補
筆
の
あ
る
部
分
が
あ
る
。
一
例
を
取
り
上
げ

よ
う
。
巻
一
の
「
觀
刈
麥
詩
」
の
自
注
が
そ
れ
で
あ
る
。
那
波
本
・
朝
鮮
本
で
は
「
時

為

厔
縣
」
と
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
内
庁
本
、
高
松
宮
本
、
筑
波
大
学
図
書

館
本
、
い
ず
れ
も
縣
の
下
に
〈
尉
〉
字
が
補
写
さ
れ
て
い
る
。
影
印
本
や
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
は
、
補
筆
か
否
か
は
断
定
し
に
く
い
。
こ
の
度
、
調
査
で
は
、
筆
者
は
、
高

松
宮
本
を
、
目
睹
、
熟
覧
で
き
た
。「
白
氏
策
林
」
四
巻
中
に
は
、
補
写
が
無
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
実
物
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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（
5
）　

拙
稿「
慶
安
三
年
刊
本
『
新
楽
府
』に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』三
四
、一
九
八
二
・
一
〇
）

に
、
慶
安
刊
本
の
直
接
の
底
本
を
、
北
宋
前
期
刊
本
よ
り
抽
出
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
み
な
し
、

旧
鈔
本
と
南
宋
本
と
の
間
に
こ
の
江
戸
初
期
刊
の
慶
安
本
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
旧
鈔
本

本
文
が
、
徐
々
に
南
宋
版
の
本
文
に
変
化
し
て
い
く
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
報
告
し

て
い
る
。

（
6
）　

花
房
英
樹
博
士
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
一
六
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
し
。（
中
村
印
刷

株
式
会
社
出
版
部
、
一
九
六
〇
）

（
7
）　

平
岡
武
夫
・
今
井
清
両
氏
校
本
『
白
氏
文
集
』
三
冊
の
校
記
は
、
こ
の
事
実
を
克
明
に
報
告

し
て
い
る
。
又
胡
適
「
跋
宋
刻
本
《
白
氏
文
集
》
影
本
」（『
胡
適
古
典
文
学
研
究
論
集
』
上
巻

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
））
も
参
考
と
な
る
。

（
8
）　

近
藤
正
齋
（『
金
沢
文
庫
考
』
巻
一
）、
金
子
彦
次
郎
博
士
（『
平
安
文
学
と
白
氏
文
集
』
第

一
冊
）、
阿
部
隆
一
博
士
（『
中
国
訪
書
志
』）
は
、
那
波
本
の
底
本
を
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
『
白

氏
文
集
』
と
み
な
し
て
い
る
が
、
失
考
か
と
思
わ
れ
る
。
又
、
近
時
、
陳
尚
君
氏
は
、
那
波
本

の
底
本
に
つ
い
て
「
所
据
為
狩
谷
掖
齋
所
蔵
覆
宋
本
」（『
漢
唐
文
学
与
文
献
論
考
』
一
六
二
頁

　

上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
八
）
と
述
べ
て
い
る
が
、陳
氏
の
所
拠
資
料
は
、島
田
翰
の
『
古

文
旧
書
考
』（
巻
三
）
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
掖
齋
所
蔵
本
は
、
烏
有

の
本
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、高
橋
智
氏
「
抱
残
守
闕
□
責
在
後
人
―
島
田
翰
の
奇
書
」（『
汲
古
』

二
〇
、一
九
九
一
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
9
）　

会
田
大
輔
氏「『
類
要
』所
引『
白
集
』の
巻
数
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』第
十
三
号
、

勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
・
二
）
は
、
北
宋
の
官
僚
で
あ
る
晏
殊
（
九
九
一
―
一
〇
五
五
）
の
編

纂
類
書
『
類
要
』
残
本
か
ら
、
北
宋
版
『
白
氏
文
集
』
の
編
成
と
作
品
を
、
紹
介
し
て
い
る
。

（
10
）　
『
文
集
』
第
四
解
題
（
古
典
保
存
会　

一
九
二
九
・
九
）

（
11
）　

註
（
5
）
を
参
照
。

（
12
）　
『
文
苑
英
華
』
と
旧
鈔
本
と
の
本
文
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
旧
鈔
本
『
白
氏
文
集
』

の
諸
本
と
『
文
苑
英
華
』」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
〇
号
、
勉
誠
出
版　

二
〇
一
一
・
四
）

（
13
）　
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
序
文
（
上
）（
同
朋
舎
出
版　

一
九
八
九
・
一
〇
）

　

＊
資
料
整
理
に
つ
き
、
ゼ
ミ
学
生
、
秋
山
敬
祐
・
遠
藤
純
太
郎
の
両
君
に
深
謝
致
し
ま
す
。

（
1
）　
「
旧
鈔
本
」
の
資
料
の
価
値
と
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、神
田
喜
一
郎
氏
「
旧
鈔
本
に
つ
い
て
」

（『
書
道
全
集
』
第
二
十
六
巻　

平
凡
社　

一
九
六
七
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。
こ
の
論
考
は
、
全

集
本
に
は
未
載
。
又
、
神
田
氏
の
論
考
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
唐
鈔
本
等
の
写
本
資
料
の
存
在

を
偽
作
と
決
め
つ
け
て
い
る
当
時
の
学
者
、
李り

葆ほ
う

恂じ
ゅ
んの
『
旧
学
庵
筆
記
』
は
、
関
西
大
学
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
大
学
教
授
乾
善
彦
氏
の
御
好
意
で
、
筆
者
は
そ
の
写
真
を
目
睹

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
機
会
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
又
、
拙
著
「
旧

鈔
本
と
唐
鈔
本
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
〇
、
勉
誠
出
版　

二
〇
一
一
・
四
）
を
も
参
考
さ
れ

た
し
。

（
2
）　

一
般
的
に
は
、「（
白
氏
）
文
集
」
は
、〈
ハ
ク
シ
モ
ン
ジ
フ
〉
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
明
治

二
十
年
代
以
前
は
、『
文
集
』は
、〈
モ
ン
ジ
フ
〉で
は
な
く
、〈
ブ
ン
シ
フ
〉と
読
ま
れ
て
お
り
、〈
モ

ン
ジ
フ
〉
の
読
み
方
は
、明
治
三
十
年
代
以
降
成
立
し
た
新
し
い
読
み
方
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、

拙
著
『『
白
氏
文
集
』
は
〈
も
ん
じ
ゅ
う
〉
か
〈
ぶ
ん
し
ゅ
う
〉
か
』（
遊
学
社　

二
〇
一
二
）

を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
3
）　

張
秀
民
氏
は
、
中
国
に
於
け
る
印
刷
術
の
起
源
を
貞
観
一
〇
年
（
六
三
六
）
に
求
め
、
元
稹

の
「
白
氏
長
慶
集
序
」（
八
二
四
成
立
）
中
の
〈
繕
写
模
勒
〉
の
一
句
を
根
拠
と
し
て
、
当
時

已
に
木
版
印
刷
が
広
く
実
用
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。（『
中
国
印
刷
術
的
発
明
与
其
影
響
』
中

国
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
［
初
版
未
見
］、
一
九
七
八
［
二
版
］）。
し
か
し
、
趙
永
東
氏
「
彫

版
印
刷
始
于
唐
初
貞
観
説
両
个
論
据
駁
議
」（『
南
開
学
報
』
一
九
八
九
・
六
期
）、
曹
之
氏
「
彫

版
印
刷
起
源
説
略
」（『
伝
統
文
化
与
現
代
化
』一
期
、中
華
書
局
、一
九
九
四
）の
両
説
に
よ
っ
て
、

張
氏
の
起
源
説
は
、
完
膚
な
き
ま
で
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
や
わ
が
国
で
、
中
国
の
印
刷

術
の
起
源
が
テ
ー
マ
と
な
る
時
は
、
張
氏
の
説
が
、
あ
た
か
も
定
論
で
あ
る
か
の
如
く
引
用
さ

れ
る
の
で
、
是
非
と
も
、
こ
の
両
氏
の
学
説
を
参
照
さ
れ
ん
こ
と
を
。
曹
之
氏
に
は
専
著
『
中

国
印
刷
術
的
起
源
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、一
九
九
四
・
七
）
が
あ
る
。
近
刊
、周
相
録
校
注
『
元

集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
）
の
該
句
の
註
文
に
、「
依
照
原
様
抄
写
、
近
似

後
世
之
影
写
追
求
効
果
逼
真
。
唐
時
、
元
白
詩
文
尚
未
見
彫
版
印
刷
之
確
鑿
記
載
。」
と
あ
り
。

（
4
）　

那
波
道
円
刊
『
白
氏
文
集
』
は
、
こ
れ
ま
で
、
朝
鮮
整
版
本
を
、
直
接
の
底
本
と
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
時
、
藤
本
幸
夫
氏
「
朝
鮮
版
『
白
氏
文
集
』
攷
」（『
白
居

易
研
究
講
座
』
第
六
巻
所
収　

勉
誠
社
、
一
九
九
五
）
及
び
拙
稿
「
悲
劇
の
善
本
朝
鮮
銅
活
字

版
『
白
氏
文
集
』
―
那
波
本
の
生
誕
を
繞
っ
て
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二
号　

勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
に
於
い
て
、
そ
の
底
本
が
活
字
本
で
あ
る
と
の
説
を
提
出
し
て
い
る
。『
白

氏
文
集
』
と
『
白
氏
長
慶
集
』
の
両
書
が
異
名
同
書
で
あ
る
こ
と
は
、
森
槐
南
遺
稿
『
中
国
詩

学
概
論
』（
神
田
喜
一
郎
編
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
））
及
び
拙
稿
「
白
居
易
全
集
の
二
書
名

に
つ
い
て
」
註
（
2
）
の
拙
著
所
収
。

註

（
明
治
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
四
年
七
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
九
日
審
査
終
了
）
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The Origins and Establishment of the Nawa Edition

Manuscript copies compiled from Toshohon  (handwritten copies of works widely distributed 

before the transition from handwriting to printing) and called “Kyushobon” (old handwritten copies) 

have been preserved in Japan. Famous examples of Kyushobon  are Wen Xuan Jizhu  (also known 

as Monzen Shicchu) and Bai-Shi Wen Ji  (also known as Hakushi Bunshu), originally held by the 

Kanazawa Bunko Library. In particular, the latter copy is valuable as it shows the structure of the 

original text as presented by the author, Bai Juyi  (also known as Bai Letian). Among the copies of 

Bai-Shi Wen Ji preserved in China and Japan until now, the wooden movable-type printing edition 

published by Nawa Doen in Japan in 1618 follows this old structure. The copy is categorized as the 

Song edition because it is a printed edition. Meanwhile, because its structure is similar to the old 

one, it may have been compiled directly from the Northern Song printed edition which also may have 

contained texts from a Kyushobon edition. Driven by this assumption, this paper examines in detail 

the differences and similarities in the fourth volume of Bai-shi Celin  (also known as Hakushi Sakurin) 

among the Nawa edition, Korean editions (woodblock printed and movable-type editions), and the 

Shaoxing edition. At the same time, the text of the Kyushobon edition of Guan Jian Chao  (also known 

as Kankensho) and Wen Yuan Ying Hua (also known as Bun’en Eiga) compiled in the early Northern 

Song period are also examined as a reference. The results indicate that, as presumed above, the Nawa 

edition contains a few passages derived from the Kyushobon or Northern Song printed editions. It 

is expected that a further analysis of the remaining volumes for differences and similarities among 

those editions can identify other unknown passages derived from the Kyushobon or Northern Song 

printed editions. Quite a few Nawa edition copies of Bai-Shi Wen Ji  preserved in Japan contain notes 

that indicate differences from and similarities to the Kyushobon edition. One of such copies is held 

by the Imperial Household Agency. On the other hand, in the mainland China, neither the Tang nor 

Northern Song printed edition of Bai-Shi Wen Ji  in the old structure have been preserved, and the 

existing Southern Song edition is based on a new structure where the first half is written in poetry 

and the second half in prose. Therefore, copies of the Nawa edition are considered highly valuable 

materials which help to understand the whole picture of Bai-Shi Wen Ji . One main issue left is to 

further compare the Nawa edition with its original manuscripts, the Korean editions (woodblock 

printed and movable-type editions).

Key word : Kyushobon  (old handwritten copies),  Northern Song printed edition, Shaoxing printed 

edition, Nawa edition, Korean edition
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